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講義ノートの定理 104より, スキームの射 (f, f#) : (Spec(R),OR) → (Spec(S),OS)と可換環の
準同型 φ : S → Rは一対一対応する. 以下の問題では, その結果の一般化を考える.

問 1. (X,OX)をスキームとし, S を可換環とする.

(1) (f, f#) : (X,OX) → (Spec(S),OS)をスキームの射とする. f と f# はどのような射であるか
説明せよ (いずれも source, target, 性質を書け).

(2) 大域切断を考えることにより, f# が可換環の準同型 φ : S → Γ(X,OX)を与えることを説明せ
よ. α(f, f#) := φとおくことによって, 写像

α : HomSch(X, Spec(S)) → HomRing(S,Γ(X,OX))

が定まる. ここで, HomSch と HomRing は, それぞれスキームの射の集合, 可換環の準同型の集合
を表す.

(3) αが全単射であることを示せ.
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